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地
域
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unity

奥会津北西部。福島県三島町は、1974年に一躍日本全国に

知れわたる存在となった。減り続ける人口に危機感を抱いた町が、

日本で初のふるさと運動を展開。特別町民制度を設けて、

日本全国から町民を募集したのだ。それから30年。

だが、三島町の人口減少は続き、現在は2400人。

うち、65歳以上が40％を占める、福島県でトップクラスの

過疎と高齢化率の高い町となった。

町の将来への危惧から、新しい地域おこしの動きも始まりつつある。

転機を迎えた三島町の現在を追った。

文 河内正和
Masakazu Kawachi

写真 秋山由樹
Yuki Akiyama
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「環境経営最前線」
企業の社会的責任（CSR）に対する関心が、ここ数年の間に急速な

高まりを見せている。利益だけで企業が評価される時代は終わり、法令

遵守、地球環境、人権、消費者保護、労働環境などの側面においても

責任を果たすことが求められている。本号〈DBJ Special 1〉では、環

境経営に積極的な地域中堅企業と、そうした企業を支援するDBJの新

制度を紹介する。

〈DBJ Special 2〉では、近未来のユビキタス社会を支える技術基盤

であり、大きな経済効果も期待されるICタグにスポットを当て、その普及

の事例を見る。

〈Community／地域新発見〉では、日本のふるさと運動の元祖と

言われる福島県三島町の新たなまちおこしの現状について紹介する。

そこには、全国の山間過疎地が抱える問題へのいくつかの処方箋

がある。 15No.
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資
源
と
知
恵
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
―
―
第
2
段
階
迎
え
た
福
島
県
三
島
町
の
ふ
る
さ
と
運
動
―
―

―
―
第
2
段
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迎
え
た
福
島
県
三
島
町
の
ふ
る
さ
と
運
動
―
―
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知れわたる存在となった。減り続ける人口に危機感を抱いた町が、

日本で初のふるさと運動を展開。特別町民制度を設けて、

日本全国から町民を募集したのだ。それから30年。

だが、三島町の人口減少は続き、現在は2400人。

うち、65歳以上が40％を占める、福島県でトップクラスの

過疎と高齢化率の高い町となった。

町の将来への危惧から、新しい地域おこしの動きも始まりつつある。

転機を迎えた三島町の現在を追った。

*DBJounal_15＿貼  04.9.30 2:18 PM  ページ 3



地
域
産
業
の
振
興
と
伝
統
文

化
の
再
発
見
・
継
承
。
三
島
町
の

ふ
る
さ
と
運
動
が
、こ
の
2
つ
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
た
も
の
で
在
り
続

け
る
た
め
に
、
今
、
新
た
な
素
質

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
事

業
化
、海
外
展
開
、若
い
世
代
の
意

欲
、個
人
同
士
の
信
頼
関
係
、内

発
力
｜
｜
そ
れ
ら
は
、こ
れ
ま
で
の

三
島
町
の
ふ
る
さ
と
運
動
に
な
か

っ
た
新
し
い
素
質
と
言
え
る
。
こ

れ
ら
の
素
質
を
、今
後
ど
う
開
花

さ
せ
て
い
く
の
か
。
そ
う
し
た
視

点
か
ら
、三
島
町
ふ
る
さ
と
運
動

の
第
2
段
階
に
注
目
し
た
い
。
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ふ
る
さ
と
運
動
の
元
祖
と
し
て

一
躍
”全
国
区
“と
な
っ
た
三
島
町
。

そ
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、当
初
か

ら
独
自
の
考
え
方
が
貫
か
れ
て
い

る
。
観
光
開
発
で
は
な
く
、地
域

の
資
源
を
活
用
し
て
資
産
化
し
て

い
く
こ
と
だ
。
あ
っ
て
当
た
り
前
の

モ
ノ
や
コ
ト
の
価
値
や
大
切
さ
を

見
つ
め
直
し
、後
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
。
そ
れ
が
地
域
資
源
の
発

見
・
継
承
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

幸
い
三
島
町
は
、「
サ
イ
の
神
」

「
虫
送
り
」
な
ど
の
珍
し
い
伝
統
行

事
や
「
奥
会
津
編
み
組
細
工
」
な

ど
の
生
活
工
芸
品
、桐
製
品
、山

菜
な
ど
の
食
材
、温
泉
や
豊
か
な

自
然
景
観
な
ど
、地
域
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
た
。

そ
の
中
で
町
が
注
目
し
た
の

は
、
伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
だ
っ

た
。
雪
に
埋
も
れ
る
長
い
冬
の
間
、

農
家
で
は
、地
元
産
の
マ
タ
タ
ビ
、

ヒ
ロ
ロ
な
ど
を
使
っ
て
農
具
や
か

ご
、ざ
る
な
ど
を
編
ん
で
き
た
。こ

う
し
た
も
の
づ
く
り
の
技
術
と
生

活
工
芸
の
文
化
を
将
来
に
残
そ

う
と
、町
は
81
年
に
生
活
工
芸
運

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

86
年
か
ら
は
毎
年
、全
国
の
工

人
を
集
め
て
作
品
を
展
示
・
即
売

す
る
「
ふ
る
さ
と
会
津
工
人
ま
つ

り
」を
開
催
、さ
ら
に
一
昨
年
に
は
、

工
人
が
自
宅
を
工
房
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
化
し
て
開
放
す
る
「
て
わ
っ
さ
の

里
み
や
し
た
」や
「
桐
の
里
み
し
ま

工
人
郷
」へ
と
発
展
さ
せ
て
き
た
。

現
在
、町
に
は
１
０
０
人
を
超
す

工
人
が
い
る
。
そ
の
１
人
、小
松
順

吉
さ
ん（
写
真
５
）は
82
歳
の
今
も
、

冬
場
は
毎
日
、朝
か
ら
夕
方
ま
で

工
房
で
編
み
組
細
工
に
勤
し
む
。

と
に
か
く
元
気
だ
。「
仕
事
を

し
て
い
る
と
ま
っ
た
く
疲
れ
な
い

し
、病
気
な
ど
し
た
こ
と
な
い
」
と

屈
託
な
く
笑
う
。「
去
年
、台
湾
で

見
た
竹
細
工
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚

い
た
。
再
度
行
っ
て
そ
の
技
術
を
学

び
た
い
」
と
意
欲
も
旺
盛
だ
。

最
近
、地
元
の
若
者
た
ち
の
間

で
、こ
う
し
た
技
術
を
受
け
継
ご

う
と
い
う
動
き
が
出
始
め
て
い
る

と
い
う
。
実
は
、縄
文
時
代
の
遺
跡

か
ら
、現
在
の
も
の
と
同
じ
編
み

方
を
し
た
か
ご
が
出
土
し
た
と
い

う
ほ
ど
、編
み
組
細
工
の
歴
史
は

古
い
。
何
千
年
と
続
い
た
技
術
を

守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
、若
い

世
代
を
動
か
し
始
め
て
い
る
。

30
年
間
続
く
三
島
町
の
ふ
る
さ

と
運
動
。だ
が
「
い
ま
、１
つ
の
転
機

を
迎
え
て
い
る
」
と
言
う
の
は
、町

の
リ
ー
ダ
ー
・
齋
藤
茂
樹
町
長
だ
。

従
来
、三
島
町
の
よ
う
な
山
あ

い
の
地
域
で
は
、国
や
県
か
ら
の
補

助
金
を
テ
コ
に
地
域
振
興
を
図
っ

て
き
た
。
だ
が
、国
の
財
政
が
危
機

的
水
準
に
あ
る
い
ま
、国
は
地
方

の
自
助
努
力
を
促
す
方
向
で
政

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

置
か
れ
た
状
況
は
、三
島
町
も

例
外
で
は
な
い
。
国
や
県
に
依
存

す
る
こ
と
な
く
、経
済
的
に
自
立

で
き
る
地
域
創
り
が
必
要
だ
。
そ

の
意
味
で
ふ
る
さ
と
運
動
も
、過

去
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、新
た
な

質
を
伴
う
第
２
段
階
を
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と
い
え
る
。

齋
藤
町
長
は
言
う
。「
運
動
は
今

後
も
続
く
。
今
ま
で
町
が
す
べ
て

を
引
っ
張
っ
て
き
た
が
、今
後
は
支

新
発
想
の
試
み
は
、ほ
か
に
も

あ
る
。
日
本
一
と
賞
さ
れ
る
会
津

桐
の
ブ
ラ
ン
ド
化
だ
。
仕
掛
人
は

齋
藤
町
長
。
狙
う
の
は
海
外
展
開

だ
。
来
年
１
月
、ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン

市
で
行
わ
れ
る
国
際
家
具
見
本

市
に
出
展
す
る
予
定
だ
。
ま
ず
、

海
外
で
会
津
桐
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
よ
う
と
い
う
作
戦
だ
。

町
に
は
特
別
町
民
や
三
島
町

の
魅
力
に
惚
れ
込
ん
だ
ま
ち
づ
く

り
の
専
門
家
な
ど
外
部
の
応
援

団
が
多
い
。
ま
た
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
三

島
町
を
モ
デ
ル
に
中
山
間
地
域
の

産
業
振
興
策
の
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
た
。
住
民
を
中
心
と
し
て
地
域

全
体
で
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
議
論
す
る
場
づ
く
り
と
民
間

事
業
の
立
ち
上
げ
の
た
め
の
基
盤

組
織
の
創
設
を
提
言
、今
後
も
継

続
し
て
応
援
し
て
い
く
。

産
業
振
興
で
は
な
く
、伝
統
文

化
の
発
見
・
継
承
と
い
う
視
点
か

ら
の
運
動
も
あ
る
。
奥
会
津
書
房

だ
。
7
年
前
、奥
会
津
の
文
化
を

掘
り
起
こ
し
て
記
録
し
、次
の
世

代
に
伝
え
た
い
と
、同
町
出
身
の

遠
藤
由
美
子
さ
ん
が
有
志
を
募

り
立
ち
上
げ
た
。

「
私
た
ち
の
理
念
は
、今
の
子
供

た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
、自

分
が
依
っ
て
立
つ
所
を
持
っ
て
い
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
。こ
れ
を
機
に
、

各
地
域
の
人
が
普
遍
的
な
も
の
で

響
き
合
っ
た
り
、今
ま
で
見
え
て
い

な
か
っ
た
も
の
に
気
づ
い
て
再
認
識

し
て
も
ら
え
れ
ば
、そ
れ
が
一
番
」

と
遠
藤
さ
ん
は
言
う
。

全
国
の
過
疎
地
で
進
め
ら
れ
る

地
域
お
こ
し
。だ
が
、成
功
例
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
な
ぜ
う
ま
く

い
か
な
い
の
か
。「
そ
れ
は
、ず
っ
と

過
疎
地
と
し
て
庇
護
さ
れ
続
け
て

き
て
、自
力
で
の
再
生
能
力
を
失

っ
た
か
ら
。
必
要
な
の
は
地
域
の

内
発
力
」
と
遠
藤
さ
ん
。
続
け
て
、

「
内
発
力
を
生
む
の
は
、
個
人
同

士
の
信
頼
関
係
。
組
織
間
の
連
携

で
は
お
互
い
の
顔
が
見
え
ず
、結

局
誰
も
責
任
を
と
ら
な
い
」
と
熱

く
語
る
。

こ
れ
ま
で
国
を
動
か
し
て
き

た
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ー
ス
に
は
、
組

織
同
士
の
信
頼
関
係
が
あ
っ

た
。
そ
の
限
界
を
超
え
う
る
の

は
、
個
人
同
士
の
信
頼
関
係
と

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
い
う
の
が
、
遠
藤
さ
ん
の

主
張
だ
。

三島町の手わざは昨年９月、「奥会津編み組細工」として経済産業省の「伝統的
工芸品」に指定された。農家の副業的な工芸品としては初の“快挙”だ。三島
町には生活工藝館があり（写真1、2）、陶芸・木工・編組など、さまざまなものづく
り教室（写真3）を開いて、誰でも楽しくものづくりが体験できるよう指導している。
また野ぶどうの蔓も編組に使われるが、自生している野ぶどうが少なくなったため、
最近では栽培も始めている（写真4）。
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地
域
資
源
を

地
域
資
産
へ

伝
統
技
術
を

若
い
世
代
へ

ふ
る
さ
と
運
動
の

第
２
段
階
へ

文
化
を
記
録
し

次
代
に
伝
え
る

新
た
な
運
動
の

素
質
を
育
て
る

山村過疎地域のほとんどが、経済的自立が
できていない中にあって、今、地域おこしのため
に地域資源の何を磨きあげるかを、本格的に
問いかけなければならない時期に入っています。
そのためには、積極的に外部へ情報発信して、
地域おこしに関心のある人たちに運動に参加
してもらうことが必要です。

三島町町長 齋藤茂樹氏

援
は
し
て
も
、主
体
は
民
間
に
任

せ
て
い
く
」。

そ
う
し
た
中
で
、新
た
な
発
想

で
運
動
に
取
り
組
む
動
き
が
あ

る
。１
つ
は
会
津
地
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド

化
だ
。

87
年
、
会
津
地
方
下
郷
町
の

農
家
で
、絶
滅
寸
前
だ
っ
た
会
津

地
鶏
が
発
見
さ
れ
た
。Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
の
結
果
、国
内
で
は
会
津
地
方

に
の
み
生
息
す
る
原
種
で
あ
る

こ
と
が
判
明
。
以
後
、県
養
鶏
試

験
場
で
原
種
を
維
持
・
増
殖
し
、

会
津
地
鶏
と
し
て
飼
育
し
て
き

た
。
そ
の
味
は
、プ
ロ
の
料
理
人
が

絶
賛
す
る
ほ
ど
で
、と
く
に
焼
鳥

は
絶
品
だ
。

町
で
は
会
津
地
鶏
振
興
会
が

中
心
と
な
っ
て
、こ
の
会
津
地
鶏
を

ブ
ラ
ン
ド
化
、事
業
と
し
て
自
立

さ
せ
、地
域
の
産
業
振
興
の
起
爆

剤
に
と
目
論
む
。
同
振
興
会
で
事

業
化
推
進
役
の
小
平
和
広
さ
ん

は
、「
全
国
出
荷
を
め
ざ
し
て
準
備

中
。
何
と
し
て
も
実
現
さ
せ
た
い
」

と
意
気
込
む
。

早戸温泉郷にある薬湯の「つるの湯」。只見川渓谷を眺
めながら四季の景色が楽しめる露天風呂や、ゆったりくつ
ろげる休憩室、湯治棟などがあり、地元や新潟から訪ねて
くる人々で賑わっている。

会津地鶏振興会の小平和弘氏。ク
ール便で会津地鶏1羽詰めの全国発
送も始めた。
問い合わせはTEL：0241-52-2932
（ログハウスどんぐり）まで。

奥会津書房の遠藤由美子
氏。奥会津をテーマ毎に紹介
している「BOON文化シリーズ
全5巻」などを刊行している。

人口減少に歯止めがかからない三島町のふ
るさと運動に対して、否定的な論調もありま
すが、本当に町の将来を想う人は、特別町民を
含めて健在であり、これからが正念場です。三
島町だけの問題としてではなく、同じ問題を
抱えるこの地域全体の地域おこしを良い方向
へ舵取りできたらと思っています。

三島町役場　福島県三島町大字宮下　TEL.0241-48-5511

1

2

3

4

5
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製
品
開
発
面
で

積
極
的
な
環
境
対
応

最
初
に
訪
ね
た
の
は
、（
株
）タ

カ
ギ
セ
イ
コ
ー
の
富
山
県
氷
見

市
鞍
川
に
あ
る
氷
見
工
場
だ
。

同
社
は
、”
北
陸
の
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
“と
言
わ
れ
る
高
岡
市
に
本

社
を
置
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
・

加
工
メ
ー
カ
ー
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
は
通
常
、金
型
設
計
、成
形
、

ユ
ー
ザ
ー
と
歩
調
を

合
わ
せ
戦
略
的
に

環
境
管
理
を
導
入

DBJournal NO.15 06

企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）意
識
が
強
ま
る
中
で
、

環
境
保
全
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
経
営
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、金
融
面
か
ら
企
業
の
環
境
経
営
を
支
援
す
べ
く
、

本
年
度
か
ら
新
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

そ
し
て
、同
制
度
を
適
用
し
て
、

（
株
）タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー（
本
社：

富
山
県
高
岡
市
）、

日
本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
株
）（
本
社：

大
阪
市
）の

地
域
中
堅
企
業
２
社
に
対
し
て
融
資
を
実
行
し
た
。

両
社
を
訪
ね
、環
境
保
全
に
取
り
組
む
姿
勢
や
対
策
を
見
る
と
と
も
に
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
新
制
度
の
仕
組
み
や
特
色
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

環
境
経
営
最
前
線

＿
＿
問
わ
れ
る
企
業
の
社
会
的
責
任
と
環
境
対
策
＿
＿

塗
装
、
組
み
立
て
の
工
程
別
に

各
専
門
メ
ー
カ
ー
へ
発
注
さ
れ

る
が
、
同
社
は
全
工
程
の
技
術

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
本
で
も

数
少
な
い
企
業
で
、”
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
百
貨
店
“
の
異
名
を
持

つ
。
主
要
ユ
ー
ザ
ー
は
、
自
動
車
、

電
機
、
情
報
業
界
等
の
日
本
を

代
表
す
る
企
業
だ
。

生
産
品
は
、Ｏ
Ａ
・
電
子
・
情
報

関
連
機
器
、自
動
車
、携
帯
電
話

用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
で
、
氷

見
工
場
は
携
帯
電
話
の
外
装
部

品
を
担
当
す
る
。
そ
の
シ
ェ
ア
は
、

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。

「
当
社
の
環
境
保
全
へ
の
対

応
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

主
要
ユ
ー
ザ
ー
の
厳
格
な
環
境

方
針
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、

２
０
０
２
年
に
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
」。
そ
う
語
る

の
は
、
管
理
本
部
副
本
部
長
の

小
町
秀
彦
氏
。

も
ち
ろ
ん
、こ
れ
よ
り
前
に
も

実
績
は
あ
る
と
い
う
。
99
年
に

は
、
工
場
か
ら
の
廃
棄
物
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
ペ
レ
ッ
ト

化
す
る
こ
と
で
約
40
％
削
減

し
、リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
か

ら
功
労
賞
を
受
け
、ま
た
、00
年

に
は
、
東
北
工
場
が
同
社
初
の

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
規
格

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
認
証
を
取

得
、以
後
、順
次
全
工
場
の
取
得

を
め
ざ
し
て
き
た
、な
ど
だ
。

こ
う
し
た
中
で
、01
年
に
グ
リ

ー
ン
購
入
法
が
施
行
さ
れ
た
。
企

業
に
も
グ
リ
ー
ン
調
達（
原
材
料
、

部
品
等
の
資
材
分
野
で
環
境
配

慮
型
資
材
等
を
選
択
し
、調
達

す
る
こ
と
）へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
よ
う
に
な
り
、ユ
ー
ザ
ー
の
環

境
方
針
に
沿
う
形
で
、全
社
を
あ

げ
て
環
境
対
策
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

03
年
に
は
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
全
社
統
合
認
証
を
取
得
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、よ
り
効
率
的
、効
果

的
な
環
境
管
理
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

同
工
場
の
環
境
対
策
の
１
つ

が
、不
良
品
の
発
生
を
抑
え
て
良

品
率
を
高
め
、廃
棄
物
を
減
ら
す

こ
と
だ
。「
当
社
で
は
年
間
１
万

６
千
ト
ン
の
樹
脂
材
料
を
消
費

す
る
。
そ
の
う

ち
氷
見
工
場

で
は
、
年
間
３

０
０
０
ト
ン
余

り
を
消
費
し
て

材
料
面
で
の

環
境
対
策
に
注
力

い
る
。
今
後
も
技
術
開
発
を
重

ね
な
が
ら
良
品
率
を
高
め
環
境

へ
の
貢
献
を
行
う
と
共
に
、市
場

の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
き
た
い
」

（
氷
見
工
場
・
川
開
事
業
部
長
）

と
言
う
。

以
前
は
不
良
品
の
中
で
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
は
、埋
め
立

て
等
の
方
法
で
処
理
し
て
い
た

が
、本
年
度
か
ら
は
、ク
リ
ー
ン
な

燃
料
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

な
特
殊
処
理
を
し
て
、火
力
発
電

に
利
用
し
始
め
た
。

さ
ら
に
、不
良
発
生
の
少
な
い

材
料
の
選
択
や
マ
テ
リ
ア
ル
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も
、材
料
メ
ー

カ
ー
と
共
に
技
術
開
発
を
進
め

て
い
る
。

全
社
レ
ベ
ル
の
環
境
管
理
体
制

も
充
実
し
て
い
る
。
ト
ッ
プ
が
半

期
こ
ど
に
環
境
方
針
を
策
定
し
、

達
成
目
標
を
精
査
す
る
ほ
か
、本

社
・
支
店
・
工
場
の
年
間
目
標
数

値
の
進
捗
状
況
は
、毎
月
の
経
営

審
議
会
に
報
告
さ
れ
る
。

そ
し
て
、「
地
球
環
境
と
調
和

し
た
持
続
可
能
で
豊
か
な
社
会

の
形
成
に
貢
献
す
る
」
と
、環
境

対
応
を
踏
ま
え
た
経
営
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。

今回のタカギセイコーへの融資対象となった氷蓄熱式
冷房装置の室外機。低料金の夜間電力を使って氷を
製造し、日中の工場を冷房する。

じ
で
、
製
品
自
体
の
環
境
負
荷

は
少
な
い
た
め
、
創
業
当
時
か

ら
環
境
と
の
調
和
性
の
強
い
企

業
風
土
が
培
わ
れ
て
き
た
」と
、

生
産
事
業
部
長
の
柴
原
数
雄

氏
は
言
う
。

事
実
、
75
年
に
は
ベ
ル
ギ
ー
、

81
年
に
は
米
国
に
、
耐
火
建
材

お
よ
び
省
エ
ネ
保
温
材
の
技
術

を
輸
出
、
86
年
に
は
、
他
社
に

先
駆
け
て
全
製
品
の
ノ
ン
・
ア

ス
ベ
ス
ト（
無
石
綿
）
化
を
実
現

す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
環
境
配

慮
面
で
実
績
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
00
年
に
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
」
認
証
を
取
得
し
て

い
る
。

同
社
の
環
境
対
策
に
は
、
全

社
レ
ベ
ル
で
は
Ｔ
Ｑ
Ｃ
（T

o
ta
l

Q
u
ality

C
on
trol

）
実
行
推

進
委
員
会
が
、
製
造
段
階
レ
ベ

ル
で
は
生
産
事
業
部
の
環
境
委

員
会
が
、そ
れ
ぞ
れ
責
任
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

生
産
事
業
部
の
具
体
的
な

も
う
１
つ
の
融
資
対
象
企
業

は
日
本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）
。
訪
れ
た
の
は
、
三
重
県

い
な
べ
市
北
勢
（
ほ
く
せ
い
）
町

に
あ
る
北
勢
工
場
。

同
社
は
、
石
灰
と
け
い
石
に

水
と
熱
を
加
え
て
合
成
さ
れ

る
け
い
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
系
の
建

材
を
主
力
と
す
る
中
堅
メ
ー
カ

ー
。
け
い
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
系
材
料

は
、
耐
火
性
、
断
熱
性
、
耐
久

性
、調
湿
性
等
に
優
れ
る
た
め
、

建
築
分
野
で
幅
広
く
使
用
さ

れ
て
い
る
。
北
勢
工
場
は
岐
阜

工
場
と
並
ぶ
同
社
の
生
産
拠

点
だ
。

同
社
で
は
、
99
年
に
環
境
方

針
を
策
定
し
て
以
来
、
全
社
を

あ
げ
て
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
の
経
営

理
念
に
も
、「
企
業
活
動
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
環
境
の
保
全
に
配

慮
し
て
行
動
す
る
」
と
う
た
っ

て
い
る
。

「
け
い
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
成
分

は
、
天
然
の
土
と
ま
っ
た
く
同

《
日
本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
》

創
業
時
か
ら

環
境
調
和
型
企
業

文 河内正和
Masakazu Kawachi

写真 秋山由樹
Yuki Akiyama

R E P O RTDBJ SPECIAL 1

株式会社タカギセイコー
管理本部副本部長　

小町秀彦氏

全自動化された携帯電話
の工場内部。21台の成
形マシンが24時間体制で
稼動し、1台当り5,000ピ
ース／日を生産する。

生
産
段
階
で
高
度
な

環
境
対
策環

境
会
計
も

ス
タ
ー
ト

Report

1
《
株
式
会
社
タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー
》

Report

2
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紙
を
含
め
約
10
紙
近
く
に
当
社

へ
の
融
資
に
関
す
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
こ
と
で
、知
名
度
は
確

実
に
高
ま
っ
た
」（
柴
原
氏
）。

タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー
で
は
、「
も

と
も
と
省
エ
ネ
投
資
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、
今
回

も
す
ぐ
に
対
応
し
た
。ユ
ー
ザ
ー

や
新
聞
社
等
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
多
く
、
社
員
の
意
識
も
高

ま
っ
た
。
今
後
も
積
極
的
に
活

用
し
て
い
き
た
い
」（
小
町
氏
）と
、

両
社
と
も
資
金
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

と
Ｉ
Ｒ
効
果
を
あ
げ
る
。

一
方
、
両
社
に
対
す
る
評
価

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
担
当
の
Ｄ

Ｂ
Ｊ
政
策
企
画
部
で
は
、「
日
本

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
ん
は
、環

境
に
や
さ
し
い
耐
火
被
覆
材
の

開
発
・
普
及
に
努
め
る
か
た
わ

ら
、
端
材
・
廃
材
の
回
収
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
循
環
利

用
な
ど
水
資
源
対
策
の
推
進
な

ど
で
高
度
な
環
境
対
策
を
進
め

て
い
る
点
が
、
ま
た
、
タ
カ
ギ
セ
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イ
コ
ー
さ
ん
は
、ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
自
動
車
や
電
機
メ
ー
カ
ー
の

ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
形
で
、
製

品
開
発
面
で
積
極
的
な
環
境
対

応
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
わ
た
っ
て
環

境
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
点
が
、
そ
れ
ぞ
れ
高
く
評

価
さ
れ
た
」
と
言
う
。

両
社
の
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
非
上
場
の
中
堅
企
業

等
の
環
境
経
営
も
適
切
に
評
価

で
き
る
点
が
、
本
制
度
の
大
き

な
特
徴
の
１
つ
だ
。

ま
た
、
中
堅
企
業
等
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
評
価
項
目
が
未

達
で
も
、
契
約
に
お
い
て
今
後

の
改
善
を
約
束
す
る
場
合
に

は
、
特
別
に
加
点
す
る
仕
組
み

を
組
み
込
ん
で
い
る
。
両
社
の

場
合
も
適
用
さ
れ
て
お
り
、
日

本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
工
場

排
水
の
削
減
に
つ
い
て
、タ
カ
ギ

セ
イ
コ
ー
は
廃
棄
物
埋
立
量
の

削
減
に
つ
い
て
意
欲
的
な
誓
約

を
提
出
し
、
今
後
環
境
対
策
に

一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
だ
。

Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
現
在
、
同
制
度

に
つ
い
て
、
大
手
か
ら
中
堅
ク
ラ

ス
に
至
る
ま
で
90
社
余
り
の
評

価
作
業
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

秋
口
に
か
け
て
、
順
次
、
融
資
お

よ
び
社
債
保
証
の
対
象
企
業
が

発
表
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
。

中
堅
企
業
の

環
境
経
営
も
評
価

DBJ SPECIAL 1
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環
境
対
策
に
優
れ
た

企
業
を
支
援

両
社
の
よ
う
に
、
環
境
経
営

に
積
極
的
な
企
業
を
評
価
し

て
、
金
融
面
か
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
新
制
度
「
環
境
配

慮
型
経
営
促
進
事
業
」
だ
。

同
制
度
は
、
環
境
審
査
に
よ

っ
て
企
業
の
環
境
経
営
度
を
評

点
化
し
、
こ
れ
を
融
資
条
件
に

反
映
す
る
世
界
初
の
試
み
だ
。

社
債
保
証
に
も
適
用
す
る
な
ど

幅
広
い
運
用
を
め
ざ
し
て
い
る
。

環
境
審
査
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開

発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム（
格
付
け
シ
ス
テ
ム
）
を
使
っ

て
行
う
。
得
点
に
応
じ
て
３
段

階
の
適
用
金
利
を
設
定
す
る
仕

組
み
で
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

れ
ば
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
の

調
達
が
可
能
に
な
る
。

新
制
度
へ
の
期
待
を
、
両
社

に
聞
い
て
み
た
。
日
本
イ
ン
シ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
資
金
調
達

コ
ス
ト
の
低
減
に
加
え
、環
境
保

全
に
対
す
る
当
社
の
姿
勢
を
お

客
様
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
全
国

評
価
度
に
応
じ
て

条
件
設
定

日
本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

生
産
事
業
部
長
　

柴
原
数
雄
氏

取
り
組
み
の
事
例
を
見
て
み
よ

う
。
た
と
え
ば
、
工
場
排
水
管

理
で
は
、
２
工
場
と
も
法
律
の

規
制
下
で
工
場
排
水
を
河
川
に

排
出
し
て
い
る
が
、
排
出
量
は

規
制
値
を
ク
リ
ア
す
る
と
と
も

に
、
規
制
値
よ
り
厳
し
い
自
主

基
準
値
を
設
定
し
、
排
水
量
を

削
減
中
だ
。
さ
ら
に
、
工
場
排

水
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
も
、
08
年
度

の
達
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
２
工

場
は
法
律
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
指
定
工
場
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
毎
年
、
前
年
度
比

１
％
以
上
の
数
値
低
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、岐
阜

工
場
は
02
年
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
優
良
工
場
（
熱
部
門
）
中
部

経
済
産
業
局
長
表
彰
を
受
賞
す

る
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削

減
で
は
、
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
燃
料
お
よ
び
電
力
）
の
削

減
に
よ
り
、
大
気
中
に
排
出
す

る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
中
。

産
業
廃
棄
物
削
減
で
は
、
今
後

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
を
め
ざ

す
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
社
特
有
の
取
り

組
み
が
、
け
い
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。
自
社

で
製
造
し
た
け
い
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
た
め
、
00
年
に
環
境
省
の

指
定
を
受
け
た
の
に
続
き
、
02

年
に
は
、
他
社
製
造
分
の
廃
材

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
べ
く
法

的
許
可
を
取
得
し
た
。

環
境
会
計
も
、02
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。「
環
境
省
の
シ

ス
テ
ム
に
準
拠
し
た
環
境
保
全

コ
ス
ト
項
目
に
分
類
し
、該
当
す

る
項
目
の
費
用
を
算
出
し
て
い

る
」（
柴
原
氏
）と
言
う
。

ま
た
、（
財
）
ク
リ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
・
セ
ン
タ
ー
の
方
法
に
準
じ
工

場
活
動
の
マ
テ
リ
ア
ル
バ
ラ
ン
ス
を

作
成
し
て
、
物
質
収
支
を
明
確

に
し
て
管
理
し
て
い
る
。

商品保管倉庫。工場はショールームという考え方で、4S（整理・整頓・清掃・清潔）運動
に取り組んでいるだけに、工場内はどこもキレイだ。

端材や廃材の処理設備。粉砕機で処理された後は、リサイ
クル資源として使用される。

環境配慮型経営促進事業の概要 

企業審査 

環境スクリーニング 
ポジティブ・ 
ネガティブ 
両面 

与
信
相
談 【127項目】※1 

①経営全般 
②事業関連 
③環境パフォーマンス※2 
業種特性を考慮 

【4段階評価】 
● 特に先進：政策金利Ⅲ 
● 先　　進：政策金利Ⅱ 
● 十　　分：政策金利Ⅰ 
● 不 十 分：対象外 
 

信用格付け 

環境格付け 
4段階評価で 
金利等に反映 

与信判断 

融資に加え 
社債保証も 
対象 

※1 製造業の場合 
※2 環境省「事業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン」に準拠 

契約締結・ 
与信実行 

モニタリング・ 
 権利行使 

コベナンツ 
（契約事項） 企

　
業 

Report

3《
「
環
境
配
慮
型
経
営
促
進
事
業
」
制
度
》
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熱
い
ス
ー
プ
を
フ
ー
フ
ー
い
っ

て
冷
ま
し
て
飲
む
。
そ
れ
に
し

て
も
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け

た
料
理
に
は
工
業
製
品
の
匂
い

は
ま
っ
た
く
な
く
、
森
、
川
、
大

地
の
匂
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
食

事
の
後
も
お
し
ゃ
べ
り
は
続
い

て
い
た
。

11 DBJournal NO.15

チ
ョ
ウ
も
煮
え
た
よ
う
だ
。
そ
れ

を
皿
に
盛
っ
て
、ス
ー
プ
を
入
れ

て
皆
に
配
る
。
自
分
た
ち
で
取
っ

た
獲
物
を
、自
分
た
ち
で
捌
き
、

自
分
た
ち
で
料
理
し
て
、
自
分

た
ち
の
育
て
た
ユ
カ
イ
モ
と
一
緒

に
食
べ
る
。
料
理
に
家
族
の
匂
い

が
す
る
。
家
族
一
丸
の
今
日
一

日
の
収
穫
か
ら
で
き
て
い
る
か

ら
だ
。
味
付
け
は
塩
と
ト
ウ
ガ
ラ

シ
だ
け
。
も
ち
ろ
ん
保
存
剤
、
添

加
物
、
防
腐
剤
な
ど
の
化
学
合

成
物
質
は
一
切
使
わ
な
い
。
そ

の
存
在
さ
え
知
ら
な
い
。
く
ん

せ
い
と
酒
以
外
は
今
日
獲
っ
た

も
の
、収
穫
し
た
も
の
を
そ
の
場

で
料
理
し
て
食
べ
て
し
ま
う
の

が
基
本
だ
。

獲物のペッカリー（猪の仲間）をイカダで運ぶ

獲物のバクをくん製にする

DBJournal NO.15 10

1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン全域

踏査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年間に32

回、通算10年間以上にわたり南米への旅を重ねる。93年

からは、東アフリカで生まれた人類が、シベリア、アラスカ経

由で南米最南端まで行った旅路“グレートジャーニー”5万

キロを逆ルートでたどる旅に挑み、2002年2月に最終目的

地タンザニアへ到着。著書「インカの末裔と暮らす」文英

堂、「『原住民』の知恵」光文社知恵の森文庫など多数。

写真は全て本人による撮りおろし。

地 球 視 考

探
検
家
・
医
師

「
今
ま
で
食
べ
た
も
の
で
一
番

旨
か
っ
た
も
の
は
何
で
す
か
」
と

よ
く
尋
ね
ら
れ
る
。

私
は
カ
ニ
が
好
き
な
の
で
、
素

材
だ
け
を
考
え
れ
ば
、ア
ラ
ス
カ

や
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
食
べ
た
捕
り
た
て

の
カ
ニ
は
実
に
旨
か
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
が
一
番
旨
か
っ
た
か
と
い
う

と
そ
う
で
は
な
い
。
素
材
よ
り
も

食
べ
る
時
の
身
体
の
状
態
に
左
右

さ
れ
る
。
砂
漠
を
水
が
切
れ
た
ま

ま
歩
い
て
い
て
、水
に
で
あ
っ
た
と

き
の
う
れ
し
さ
、そ
の
水
の
旨
さ

は
例
え
よ
う
が
な
い
。ア
マ
ゾ
ン
を

歩
い
て
い
る
時
に
、
塩
を
持
ち
忘

れ
た
時
が
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て

気
が
付
い
た
が
、私
は
淡
白
な
味

が
好
き
な
の
で
「
10
日
く
ら
い
塩

が
な
く
て
も
我
慢
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
た
か
を
く
く
っ
て
移
動
を

続
け
た
。
と
こ
ろ
が
塩
が
ま
っ
た

く
な
い
と
こ
れ
ほ
ど
辛
い
の
か
と
、

し
み
じ
み
と
分
か
っ
た
。
そ
し
て

塩
を
置
き
忘
れ
た
場
所
に
戻
っ
た

時
、ご
飯
を
焚
い
て
、塩
を
か
け
て

食
べ
た
。
今
ま
で
食
べ
た
も
の
の

中
で
一
番
旨
か
っ
た
の
は
、こ
の
時

食
べ
た
ご
飯
だ
と
い
っ
て
も
い
い
。

ま
た
も
の
の
旨
さ
は
身
体
の
状

態
と
共
に
食
べ
る
と
き
の
状
況
も

関
係
が
あ
る
。
ど
ん
な
に
旨
い
も

の
で
も
、仕
事
の
た
め
で
趣
味
も

合
わ
な
い
、気
に
く
わ
な
い
連
中

と
食
べ
た
ら
、本
来
旨
い
も
の
も

旨
く
な
い
。ア
マ
ゾ
ン
で
長
く
付

き
合
っ
て
い
る
先
住
民
、マ
チ
ゲ
ン

ガ
た
ち
も
そ
の
生
活
様
式
は
変

わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
今
で
も
食

事
の
と
き
の
団
欒
は
残
っ
て
い
る
。

私
が
ア
マ
ゾ
ン
の
村
に
着
く

と
、早
速
狩
り
に
行
く
。
朝
早
く

出
か
け
て
、夕
方
に
な
る
と
獲
物

を
担
い
で
戻
っ
て
く
る
。
早
速
女

た
ち
が
ユ
カ
イ
モ
の
皮
を
剥
き
始

め
る
。
他
の
女
が
ホ
ウ
カ
ン
チ
ョ
ウ

の
毛
を
む
し
り
、内
臓
を
か
き
出

し
て
ぶ
つ
切
り
に
し
て
煮
る
。

そ
の
間
、狩
り
に
出
か
け
た
者

た
ち
と
村
に
残
っ
た
も
の
た
ち
と

で
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告

し
あ
う
。
女
た
ち
も
話
に
加
わ

る
。
年
寄
り
達
も
杖
を
つ
い
て
や

っ
て
来
て
、炉
の
側
に
ゆ
っ
く
り
と

座
り
、ぼ
ん
や
り
と
し
て
若
い
者

の
話
を
聞
い
て
い
て
、時
々
ゆ
っ
た

り
と
微
笑
み
、口
を
挟
む
。

獲
物
が
到
着
し
て
か
ら
料
理

の
準
備
を
始
め
る
の
で
、出
来
あ

が
る
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
時
間
が
か

か
る
。
朝
出
て
行
っ
て
、何
も
食
べ

て
い
な
い
。
当
然
腹
ペ
コ
だ
。
付
き

あ
い
始
め
た
頃
は
と
て
も
長
く

感
じ
ら
れ
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

を
懐
か
し
く
思
っ
た
も
の
だ
。
今

は
原
生
林
の
木
々
の
よ
う
に
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
時
間
に
身
を
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。マ
チ
ゲ

ン
ガ
の
連
中
も
当
然
腹
ぺ
こ
な
の

だ
が
、待
っ
て
い
る
間
の
家
族
の
団

欒
を
楽
し
ん
で
い
る
。

煮
え
た
ユ
カ
イ
モ
か
ら
は
湯
気

が
立
ち
続
け
て
い
る
。
ホ
ウ
カ
ン

Y o s h i h a r u  S e k i n o

土を食べるために集まってきたコンゴウインコ
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み
取
る
店
頭
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
利

用
で
は
、消
費
者
モ
ニ
タ
ー
だ
け

で
な
く
、
一
般
消
費
者
か
ら
も

１
日
平
均
２
０
０
以
上
の
商
品

が
閲
覧
さ
れ
た
。「
産
地
・
製
法
」

「
安
全
性
」
な
ど
の
項
目
に
関
す

る
閲
覧
が
多
く
、
消
費
者
の
食

の
安
全
性
に
対
す
る
情
報
ニ
ー

ズ
の
高
さ
が
確
認
さ
れ
た
。
同
社

で
は
、実
験
結
果
を
受
け
て
近
い

将
来
の
実
用
化
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
。

実
用
化
で
先
行
す
る
の
が
ア

パ
レ
ル
業
界
だ
。
同
業
界
向
け
に

Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム
開
発
を
推

進
す
る（
株
）
先
端
情
報
工
学
研

究
所
（
Ｌ
i
t
i
）
で
は
、
物
流

セ
ン
タ
ー
業
務
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品

質
・
コ
ス
ト
・
作
業
時
間
）
向
上

を
支
援
す
る
「
Ｌ
Ｂ
Ｌ
（L

iti

B
ox
er
L
ig
h
t

）」、店
舗
の
業
務

負
荷
軽
減
と
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ

ン
グ
情
報
収
集
を
支
援
す
る

「
店
舗
Ｍ
Ｄ
支
援
シ
ス
テ
ム
」
な

ど
、
物
流
過
程
か
ら
店
頭
ま
で

を
カ
バ
ー
し
た
シ
ス
テ
ム
を
製
品

化
し
、
既
に
ア
パ
レ
ル
企
業
を
中

心
に
数
多
く
導
入
し
て
い
る
。

ア
パ
レ
ル
物
流
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

タ
グ
利
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
商

品
の
生
産
段
階
で
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を

い
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
。
そ
の

最
大
の
理
由
は
「
シ
ス
テ
ム
は

で
き
て
も
、
実
際
の
運
用
環
境

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
」

（
清
氏
）
だ
。
同
研
究
所
で
は
、

他
に
先
駆
け
て
物
流
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
開
始
し
、Ｉ
Ｃ
タ
グ
活

用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、ア
パ
レ
ル
物
流

で
は
最
先
端
を
い
く
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
は
、
今
後
、
流
通
を

始
め
、
医
療
・
薬
品
、
食
品
、
教

育
、道
路
・
交
通
、金
融
、消
防
・

防
災
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の

利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
７
月
に
決
定
し
た
政
府
・
Ｉ
Ｔ

戦
略
本
部
の
「e

-Ja
p
a
n

戦
略

II
」
で
も
、Ｉ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る

「
元
気
、
安
心
、
感
動
、
便
利
」
社

会
を
め
ざ
す
た
め
の
先
導
的
取

り
組
み
や
新
し
い
Ｉ
Ｔ
社
会
基

盤
整
備
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
活

用
、
研
究
開
発
の
推
進
等
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
経
済
波
及
効
果
に
も
期

待
が
高
い
。
今
後
の
技
術
課
題

の
解
決
、
タ
グ
の
低
コ
ス
ト
化
、

普
及
の
度
合
い
等
に
も
よ
る
が
、

10
年
に
は
最
大
で
31
兆
円
（
04

年
３
月
、総
務
省
研
究
会
報
告
）

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
将
来
的

に
は
「
07
年
前
後
が
ブ
レ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
急
速
に
そ
の

効
果
が
拡
大
し
て
い
く
」（
同
報

告
書
）
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

ICタグの発行作業（右上）
とLBL。全国800店舗別
に商品を箱詰め（左上）し
た後、箱に貼付されたICタ
グの情報を読んで即座に
帳票を発行する（左下）。
多い日には1日4～5万点
の入出荷をこなす（先端情
報工学研究所・東扇島物
流センター）。

取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工

場
か
ら
の
出
荷
処
理
、倉
庫
で
の

入
荷
・
配
分
・
出
荷
処
理
、店
舗

で
の
入
荷
検
品
・
棚
卸
し
・
売
上

処
理
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
局
面

で
の
作
業
効
率
が
飛
躍
的
に
向

上
す
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
生

産
・
販
売
面
へ
の
情
報
活
用
だ
。

「
Ｓ
Ｐ
Ａ
体
制（
注
）
の
競
争
力
は

ス
ピ
ー
ド
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム

の
活
用
で
、
商
品
の
在
庫
状
況

が
的
確
に
わ
か
り
、
今
売
れ
て
い

る
商
品
の
情
報
と
新
商
品
の
投

入
時
期
ま
で
も
が
タ
イ
ム
リ
ー

に
把
握
で
き
、
最
短
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
で
正
確
に
商
品
補
充
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」（
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
業
務
部
長
・
清
昌
宏

氏
）と
言
う
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
将
来
的
な
利
活

用
を
め
ざ
す
企
業
・
業
界
団
体

は
多
い
が
、
ア
パ
レ
ル
業
界
を

除
け
ば
全
体
と
し
て
は
い
ま
だ

実
証
実
験
の
域
を
脱
し
て
い
な

経
済
波
及
効
果
へ
も

高
い
期
待

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
業
務
部
長

清
昌
宏
氏
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ＤＢＪは、先端情報工学研究所の行うＩＣ

タグを活用した物流システムの改良・高

度化に対して知的財産権を担保として融

資を行いました。これからも、多様な資金

ニーズへの対応及び金融スキームの提

供を更に強化していく考えです。 

Reference
知的財産権を 
担保として融資 

「ユビキタス社会を支えるＩＣタグ」DBJ SPECIAL 2
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実
用
化
の
課
題
は

運
用
環
境
整
備

Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
普
及
に
向
け
て
、

実
証
実
験
や
実
用
化
も
進
ん
で

い
る
。
た
と
え
ば
、食
品
流
通
分

野
で
は
、
首
都
圏
に
営
業
基
盤

を
持
つ
大
手
食
品
ス
ー
パ
ー
が
、

昨
年
９
月
か
ら
約
２
カ
月
間
、東

京
・
江
東
区
の
１
店
舗
で
実
証

実
験
を
行
っ
た
。

そ
の
狙
い
は
、レ
ジ
待
ち
時
間

の
短
縮
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
改
善

な
ど
店
頭
で
の
作
業
効
率
化
、

自
社
の
物
流
効
率
化
、
店
頭
に

お
け
る
安
心
・
安
全
の
情
報
の

提
供
な
ど
だ
。
実
験
に
は
、食
品

メ
ー
カ
ー
、
卸
売
り
業
者
、シ
ス

テ
ム
・
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
合
計
33
社

が
参
加
。
約
80
種
類
の
食
品
に

貼
り
付
け
ら
れ
た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
は
、

約
４
万
３
千
枚
に
及
ん
だ
。

実
験
か
ら
は
、
物
流
効
率
化

の
一
部
に
課
題
が
指
摘
さ
れ
た

も
の
の
、概
ね
良
好
な
結
果
が
得

ら
れ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
棚
在
庫
確
認
お

よ
び
レ
ジ
一
括
精
算
の
実
用
化

に
向
け
て
は
、陳
列
棚
や
レ
ジ
周

辺
環
境
お
よ
び
各
店
舗
に
お
け

る
運
用
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
適

し
た
環
境
、
運
用
を
実
現
す
る

こ
と
に
よ
り
、
画
期
的
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
情
報
を
読

文 河内正和
Masakazu Kawachi

写真 秋山由樹
Yuki Akiyama

日常生活のあらゆる場面でコンピュータ・ネットワークが
利用できる「ユビキタス社会」。
その実現を可能にする基盤技術がＩＣタグだ。
本格的な利活用に向けた実証実験や実用化が始まっている。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
は
、１
平
方
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
さ
な
Ｉ
Ｃ
に

無
線
ア
ン
テ
ナ
を
付
け
た
タ
グ

（
荷
札
）の
こ
と
。バ
ー
コ
ー
ド
に

代
わ
る
商
品
識
別
の
技
術
と
し

て
近
年
、注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
物
流
を
始
め
各
方
面
で
採

用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

そ
の
特
徴
は
、
情
報
量
が
多

い
、
経
年
変
化
が
少
な
く
繰
り

返
し
使
用
が
可
能
、
電
波
を
利

用
す
る
た
め
、非
接
触
で
の
情
報

の
読
み
書
き
や
複
数
個
の
タ
グ

の
情
報
の
一
括
読
み
取
り
が
で

き
る
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
な
く
て
も

作
動
し
、薄
く
小
さ
な
タ
イ
プ
は

モ
ノ
に
埋
め
込
む
こ
と
も
可
能

な
ど
だ
。

バ
ー
コ
ー
ド
に

代
わ
る
認
証
技
術

普
及
に
向
け
進
む

実
証
実
験

R E P O RT

ユビキタス社会を
支えるICタグ

（注）ＳＰＡ (Spec ia l i t y  s t o re  r e t a i l e r  o f
private label apparel)；商品の企画から生産、
販売までを１社で行う衣料品小売業。生・販一貫
体制により、消費者のニーズに対応した商品を素
早く供給でき、流通段階での在庫ロスを解消して
手頃な価格を実現できる。

〈ＳＰＡ〉

丸型アンテナでICタグの情報を読み取り、入荷検品を行う。
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2003・2004・2005年度　
設備投資計画調査発表

平成17年度概算要求を提出

DBJ News & Topics

平成16年8月31日、DBJは平成１７年度概算要求を取りま
とめ、財務省に提出いたしました。

■ 投融資要求規模は、11,780億円
民間金融機関と協調しつつ、真に必要な分野に長期・
固定の資金を供給するとの観点から、投融資要求規模
は平成16年度当初計画と同額の11,780億円を要求し
ました。

■ 財政融資資金特別会計からの借入を抑制
政府保証債や財投機関債の発行により、市場からの調達
を促進し、財政融資資金特別会計からの借入を5,950億円
とし、引き続き投融資規模の50％程度に抑制しています。

■「地域・環境・技術」の重点分野における創造
地域・環境・技術の各分野における事業創造、付加価値
の創造に前向きに取り組んで行きたいと考えています。

●設　立 平成11年10月1日 
●資本金   1兆1,942億円（2004年3月末現在） 
●総　裁 小村　武 
●業　務 1. 長期資金の供給等（出融資、債務保証等） 
 2. プロジェクト支援 
 3. 情報発信 
 

●投融資等残高 15兆2,216億円（2004年3月末） 
●職員数 1,362名（2004年度） 
●国内ネットワーク 本店：東京／10支店：北海道（札幌）、東北（仙台）、新潟、北陸（金沢）、東海（名古屋）、 
 関西（大阪）、中国（広島）、四国（高松）、九州（福岡）、南九州（鹿児島）／ 
 8事務所：函館、釧路、青森、富山、松江、岡山、松山、大分 
●海外ネットワーク 6海外駐在員事務所：ワシントン、ニューヨーク、ロンドン、フランクフルト、 
 ロサンゼルス、シンガポール 

日本政策投資銀行プロフィール 
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ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞

く
と
、
私
は
い
つ
も
冷
静
で
は
い

ら
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も
昔
の
自

分
を
思
い
出
し
て
、胸
の
あ
た
り

が
キ
ュ
ン
と
し
て
、切
な
く
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

米
国
系
証
券
会
社
を
退
職

し
、国
際
金
融
市
場
の
現
場
を
去

っ
た
の
は
、ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
の

た
め
だ
っ
た
が
、自
宅
療
養
を
経

て
、元
の
健
康
を
取
り
戻
す
ま
で
、

さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

時
代
は
バ
ブ
ル
経
済
の
真
っ
た

だ
中
、暇
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る

私
の
も
と
に
、多
方
面
か
ら
声
を

か
け
て
く
れ
る
人
が
い
た
。

な
か
で
も
も
っ
と
も
惹
か
れ
た

の
は
、海
外
の
不
動
産
開
発
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
と

し
て
加
わ
ら
な
い
か
と
い
う
話
だ

っ
た
。
長
年
金
融
業
界
し
か
知

ら
な
か
っ
た
私
は
、一
度
は
米
国

の
不
動
産
業
界
も
覗
い
て
み
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
案
件

が
西
海
岸
や
ハ
ワ
イ
が
中
心
な

ら
、そ
れ
以
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
主

体
の
金
融
業
界
に
較
べ
る
と
、ず

っ
と
ス
ロ
ー
・
ペ
ー
ス
だ
ろ
う
。
頻

繁
に
西
海
岸
や
ハ
ワ
イ
に
行
け
る

と
い
う
の
も
楽
し
み
だ
と
、実
に

不
謹
慎
な
動
機
で
、新
し
い
仕
事

が
始
ま
っ
た
。

当
初
は
、ま
っ
た
く
の
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
た

の
だ
が
、
経
理
面
を
考
え
る
と
、

い
っ
そ
法
人
に
し
た
ほ
う
が
な
に

か
と
便
利
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、急
い
で
会
社
登
記
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。い
た
っ
て
ド
ロ
ナ

ワ
式
の
会
社
設
立
だ
っ
た
が
、私

は
四
十
歳
を
前
に
し
て
、思
い
が

け
な
く
も
新
米
経
営
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

会
社
設
立
当
初
は
、ひ
そ
か
な

野
心
が
あ
っ
た
。い
つ
の
日
か
、投

資
銀
行
な
ら
ぬ
「
投
資

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

ブ
テ
ィ
ッ

ク
」
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え

て
い
た
の
だ
。
最
近
で
こ
そ
、日
本

の
金
融
機
関
も
よ
う
や
く
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
分
野
に

進
出
し
始
め
て
き
た
が
、個
人
ベ

ー
ス
の
投
資
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、日
本
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て

い
る
。
限
ら
れ
た
金
額
で
い
い
か

ら
、個
人
生
活
に
密
着
し
、み
な

が
投
資
の
世
界
を
楽
し
め
る
よ

う
な
、そ
ん
な
時
代
が
来
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
知
れ
ず
、

私
の
夢
は
膨
ら
ん
だ
。

し
か
し
、す
ぐ
に
大
き
な
壁
に

直
面
し
た
。
最
大
の
問
題
は
法
律

的
な
制
約
だ
っ
た
。
そ
の
後
、投
資

顧
問
法
な
ど
の
改
訂
が
な
さ
れ
、

か
な
り
規
制
緩
和
が
進
ん
で
き

た
が
、当
時
は
ま
だ
八
十
年
代
の

終
わ
り
。
か
の
山
一
證
券
も
健
在

で
、四
大
証
券
会
社
が
全
盛
期
の

こ
ろ
の
話
で
あ
る
。

米
国
系
証
券
会
社
の
大
看
板

を
下
ろ
し
た
三
十
代
の
私
に
、社

会
か
ら
得
ら
れ
る
信
用
に
も
限

界
が
あ
っ
た
。
か
く
し
て
会
社
設

立
直
後
に
大
き
な
挫
折
感
を
味

わ
う
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、そ
の
代

わ
り
、お
も
し
ろ
く
も
危
な
っ
か

し
げ
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
タ
ネ
が
、あ
ち

こ
ち
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
家
具

業
界
に
依
頼
さ
れ
、日
本
企
業
と

の
橋
渡
し
を
す
べ
く
、毎
年
展
示

会
に
招
か
れ
て
現
地
に
通
う
こ

と
に
な
っ
た
り
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ

ア
の
出
版
社
か
ら
、
日
本
の
マ
ン

ガ
の
版
権
を
買
い
た
い
と
い
う
話

が
舞
い
込
ん
だ
り
。
そ
う
か
と
思

え
ば
、当
時
一
般
に
は
ま
だ
馴
染

み
の
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
広
告
制
作
を
、
米
国

企
業
か
ら
請
け
負
っ
た
り
。

金
融
業
界
し
か
知
ら
な
か
っ
た

私
の
目
に
は
、す
べ
て
が
新
鮮
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
。
毎
月
資
金
繰 」

「

り
に
悩
ま
さ
れ
、社
員
に
給
与
を

支
払
っ
た
ら
、残
り
は
ゼ
ロ
。
新
米

経
営
者
と
し
て
は
苦
悩
の
連
続

だ
っ
た
が
、私
の
ド
キ
ド
キ
、ハ
ラ
ハ

ラ
の
冒
険
物
語
は
、そ
れ
か
ら
五

年
間
あ
ま
り
を
経
て
、ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
作
家
に
転
身
す
る
ま

で
続
い
た
の
で
あ
る
。

再
度
病
を
得
て
、仕
事
を
断
念

せ
ず
に
済
ん
だ
ら
、私
は
い
ま
も

あ
の
世
界
に
い
た
。
そ
し
て
、そ
ん

な
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
強
い

未
練
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、い
ま
は

小
説
の
世
界
で
、日
々
か
な
わ
な

か
っ
た
夢
を
追
い
か
け
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

作家。1951年生まれ。米国系銀行や証

券会社で債券ディーラーなどを経て、95

年『小説ヘッジファンド』で作家に。国際

金融の世界を舞台に、時代を先取りする

テーマで次々と作品を発表し話題とな

る。2000年発表のベストセラー『日本国

債』は、海外メディアでも注目される。雑

誌・新聞で小説やエッセイの執筆に加

え、テレビ・ラジオのコメンテーターとして

も活躍中。著書は『傷・邦銀崩壊』『凛

冽の宙』『藍色のベンチャー』『代行返上』

など多数。週刊新潮で連載された小説

『日銀券』が10月29日に発売予定。

M a i n  K o h d a

作
家

２

●地域の中核業種による若年層の雇用・就業の制度創設
●商品生産管理等の徹底化を図る製品信用向上システム
整備への資金供給 ほか

【地域】

■ 2004年度の設備投資の特徴
平成16年8月4日、DBJは2003・2004・2005年度設備投資
計画調査を発表しました。
2004年度の設備投資計画は、バブル後初の2年連続二
桁増となる製造業が牽引し、非製造業も小幅増となること
から、全産業で6.9％増加します。
製造業（18.8％増）は、ウエイトの大きい電気機械と自動
車をはじめ、大半の業種で大幅増となります。電気機械で
は、デジタル家電や自動車向けなどアプリケーション（用途）
の拡大を背景に半導体、薄型ディスプレイなどデバイス関
連の投資が積極化し、自動車についても新型車対応や
環境、安全関連の新技術・製品投資が牽引して二桁増と
なります。
非製造業（1.3％増）は、小幅ながら4年ぶりに増加に転
じます。電力では、卸電力供給プロジェクトがピーク越え
し、通信・情報では、情報サービスや放送事業で大型投
資が一服して減少するものの、小売では、スーパーの新
規出店が続き、リースでは、製造業の設備投資好調の恩
恵を受けて増加します。

▲ 30
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▲ 10
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（計画） 

20

30 ％ 

年度 

全産業 
製造業 
非製造業 

1986-2004年度設備投資増減率推移

●新・地球温暖化大綱の策定に伴って具体化する地球温
暖化対策事業への対応

●総合省エネルギー推進事業への取り組みの強化 ほか

【環境】

●新産業創造戦略重点７分野への一層の優遇措置による、
産業構造転換の促進

●知的財産権の有効活用を支援する事業者（SPC)に対す
る出資機能の追加 ほか

【技術・経済】

地域・環境・技術分野における事業創造の一例

*DBJounal_15＿貼  04.9.30 2:18 PM  ページ 15


